
266 化学と教育　66巻 6号（2018年）

ヘッドライン　大学で活動する科学サークル
　近年，大学のサークル活動に科学コミュニケーションを目的としたサークルがたくさんで
きている。こうしたサークルの存在を教育の現場にもアピールできるように，それぞれの
サークルにおける学生の特色ある活動を紹介いただく。
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次号ヘッドライン 第 25回化学教育フォーラム
中等教育で身につけたい化学（科学）リテラシー

　福岡工業大学は 1963 年に福岡電波学園電子工業大学として開設されました。A
棟にある生命環境科学科は 2017 年 4 月より生命環境化学科に名称を変更し，材料
工学，物質工学分野等において，環境の時代における様々な課題解決に貢献できる
人材を育成しています。A棟には最先端の試験・実践のスポットを有しているの
はもちろんのこと，環境配慮の先駆的取組として，半導体デバイス製作実験セン
ター，太陽光・地熱・雨水などの自然エネルギー利用設備を整備し，屋上庭園，採
光デザイン，高効率照明設備などを積極的に導入しています。

表紙の言葉　福岡工業大学：A棟


